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（

穀

　

録
）

0
キ

ジ

メ

ト

と
家
觴

の

交

配

未
だ

し

に

0
截
頭

類

い
。

叉

未
だ

そ
の

資
格
も

あ

る

ま
い

。

何

故
な

ら
ば
い

ふ
迄

も
な
」

く
こ

う
い

ふ

事
の゚

决

定
は

材

料
が

唯
一

疋
で

は
そ

の

特

徴
が

個
體

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

差
異
で

あ
る

や
も
知
れ

す
叉

雌
雄
問
に

矢
張
り

外
的
差

異
が

存
在

す
る

の

か

も
知
れ

す
或
は

叉

同
噌

年
齢
で

も
雌
雄
の

形
や
大

さ

に

　

　
　
　
　
　
　
し

違

ひ
が

あ

る

か

も
し
れ

す
其

他

未
だ
我
々

の

知
ら
な
い

事
な

ど
が

實
瞭
あ
る

の

で

あ

ら

う
か

ら

を
れ
は

す
い

分

冒
瞼
な

事
だ

と

思
は

れ
る

か

ら
で

あ
る
。

つ

ま
h

こ

れ

は

材

料
や

調

査
の

不

足

に

基
づ

ぐ
殘
念
な

事
で

あ

ら
う
と
思
ふ

。

け
れ
共

自
分
は

こ

の
一

疋
を

見

て

そ

し
て

こ

の

差
異

を
認
め

て

叉

日

本
と

支
那
と
の

地
理

的
關

係

も
考
へ

て

ど
う

も
日

本
の
ハ

ン

ザ
キ

と

支
那
の

と
は

別
種

と
し
て

も
よ
い

、

し
陀

方
が

よ
く

は
あ

る

ま
い

か
、

と
い

ふ

考
へ

に

傾
い

て

居
ゐ

事
を

申
し

陀
い

。

　

支
那
ハ

ン

ザ

キ

は

僅
か
一

疋
而
か

も
そ

れ
が

雌
で

あ
つ

て

自
分

が

比

較
の

爲
め

に

測
つ

て

見
だ

他
の

五

疋
の

日

本
ハ

ン

ザ
キ

は

そ

の

中
一

疋
を

除
く

外
皆

雄
で

あ
つ

だ

の

で

具

合
が

惡
か

っ

陀
。

其

等
の

饐
長
を

試
み

に

舉
げ
て

見
る

な

ら
ば
三

尺

六

寸
餘
（

舎
） 、

二

尺
五

寸
餘
（

舎
）
、

二

尺
弱
（

〈
6
） 、

一

尺
三

寸
餘
（

♀
） 、

一

尺

九
寸

五

分
（

舎
）

で

あ
る

、

こ
の
τ

中
の

唯
一

疋
の
雌
は

小

さ

く

は

あ
つ

セ

が

頭
部
だ

け
の

恰

好
の

比
で

な

ら

中
々

他
の

大

き
な

雄
に

負
け
な

い

位

頭
幅
は

廣
く
見
ら

れ
た

。

　

支
那
に

も
ハ

ン

ザ
キ

は

方
々

に

澤
出

褄
息

し
て

居
る

の

に

よ
く

分
っ

て

沁

な

い

と
い

ふ

の

は

殘
念
な

事
で

あ
る。

支

那
の

石
川

先

生
は

居
な
い

か
。

切
に

新
し
い

支
那
動
物

學
者
諸
君
の

奮
起
を

希

望

し
て

や

ま
な
い

。

」
　甲

写

、

、

三

四

、

　

以
上

記
し
て

御
參

考
に

供

し

併
せ

て

御
高
教
を

仰
ぐ
次

第
で

あ

り

ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

小

山
準
二
〉

　

　

●
キ

ジ

バ

ト

ご

家

鳩
の

交
配
未
だ
し

　

余
は

先
年

報
じ

置
き

た
る

如
く
キ

ジ

バ

ト

と
家

鳩
の

交
配
種

を

得

ば
や

と
欲

し、

更
に

其
籠
を
大
形

と
な

し
雌
も

數
度
替
へ

て

見

陀

る

も、

雌
に

よ

り

て

は

如

何
に

し
て

も
順
ま

ざ
る

も

の

あ

り

て

容
易
拡

目

的
を

達
す

る

こ

と
能
は

す
、

現

今
配

遇
し

澄
（
も
の

は

漸
く

に

し
て

得

し
所
の

為

の

に

し
て

、

叉

曾
て

數
度

育
雛
を
も

な

せ

し
も
の

な

る

も、

昨
春
よ

b
昨

夏
に
か

け
て

三

回
産

卵
し
抱
卵

せ

る

も
日

回
だ

に

孵
化

を
見

ず、

多
ぐ
は、

　一

週

問
よ

り

十
日

位

に

し
て

抱
卵
を

止
む
る

に

到
れ
る

を

見
た

り
。

　

よ

り
て

其
卵

を
檢
す

る

に

盡
し

無
精

卵
な

h
し
を
見

だ
り
、

之

に

よ

り

て

之

を
見
れ

ば
キ

ジ

バ

ト

の

雄
と
家

鳩
の

雌
と

賦
受
精

力

の

な

き
も

の

か
、

又

は

籠
養
の

爲
め

受
精
に

障
礙
を
生
せ
る

か

の

ニ
ッ

の

原
因

何
れ

か

に

あ
る

も
の

よ

如
け
れ

ど
も、

伺
ほ

今

後
如

何
な

る

事
の

出
で

來
る

や
を
見

ん

と
欲

す
る

も
の

な

り
。

此

實

驗
に

於
て

獪
ほ

域
じ
陀
る

こ

と

は
、

雌

鳩
が

抱
卵
に

當
り
、

硝

邏
間
又

は

十
日

間

位
に

て

抱

卵
を

止

む
る

を

見

れ
ば、

鳩
は

（

少
な

く
と

も
家

鳩
の

あ
る

者
は
）

抱
卵
の

成
功
不

成
功
を

中
途
に

し
て

豫
め

知
れ

る

も

の

如

く

思
は

る

主

こ

と
な

り

と
す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

小
山

海
太

郎
）

　

　

●
截
頭

類
（

鑞
轡

　
戴
頭
類

簿
。

自
、

。

8
噂

ぎ
5
日
。

ぎ

ま
8
喜
巴
9
曾
9

）

は

或
學
者
に
゜

馬

画
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、

●

b

ユ
つ

て

扁
形
動

物
中
の

渦
蟲
類
と

吸

蟲
類
と
の

中

問
に

立

つ

獨
立

の

綱

と
見
倣
さ

れ
て

居
る

比

較
的
少

數
の

屬
種
を

含

む

群

で

あ

る
。

淡
水
の

蟹、

蝦、

龜、

貝
等
に

吸
着
し
て

居
る

小

形
の

動

物
で

、

全
世

界
に

弘
く

分
布
し
て

居
る

が
、

殊
に

濠
洲
地

方
に

最
も

多
く

、

次
で

南

米
よ
り

も

數
種
知
ら

れ
て

居
る

。

又

歐
洲
に
一

種
、

我
國

に

も
一

種

産
す
る

事
が

分
つ

て

居
る

。

　

齢
跡

ー
長
さ

○・
五

1
五

粍
位、

幅
○・
五

…
二

粍
位

の

小

動
物

で
、

扁

李
卵

形
を

呈
し、

體
の

前

端
に

指

歌
の

簿
手
を

具
へ
、

腹

面
後
端
に

大
き
な

吸
盤
を

持
つ

て

居
る

。

背
面
は

少
し
ー

高
ま
り、

腹
面
は

扁
夲

若
し
く

は

稍
凹

み、

背
面
側
方
に

排
泄
器
の

開
口、

腹
面
觸
手
の

基

部
に

口、

之
よ

b
遙
に

後

方
に

生

殖
口

が

あ
る。

色
は

乳
臼

、

紅、

黄
褐
等

種
類
に

よ
つ

て

違
ふ

。

外
皮
に

は

ク

チ

ク

ラ

が

あ
る

と

云

は

れ
て

居
る

種
も
あ

れ
ば、

無
い

と
云

は

れ

て

居
る

種
も
あ
る

。

假
今
あ
る

に

し
て

も
極
め

て

罪
薄
で

あ
る

。

そ
し
て

之

に

繊
毛
の

生
じ

て

居
る

事
を

觀
察
さ

れ

泥

揚
合
が

あ
る

。

上

皮
は
・・

聴
畠
甑

痺
p

の

默
を

呈
し、

細
胞
の

境

界
を

認
め

る

事
が

出
來
な
い
川

筋
肉
は

環
默、

黌
行、

縱

行
等
が

あ
る

。

棘
經
系

中
、

腦
は

口

の

あ

る

附

近
の

背
面
に

あ
う、

之
よ

b
前
方

に
は

觸
手
に

向
つ

て

多

數
の

祚
經

を
縄
し

、

叉

後
方
に

ほ

三

對
の

主

幹
が

走
り

、

此

等
主

幹
の

間
に

は
若

干
の

横
連
絡
が

あ

る
。

腦
の

前
背
方
に

蒭
の

眼

が

あ
る

が
、

其
構
造

異
盤
吸
蟲
類

に
一

般
に

あ
る

者

を

繊
て

居
る。

　

口

は

前
邇
の

如
く

腹
面
前

方、

觸
手

の

基

部
に

あ
る

の

が

逋
常

で

あ
る

が
、

歐
洲
産
の

警
ミ
ミ
§
ミ

と

印
度
及
吾

國
に

産
す
る

　
　

　
（

雜

録
）

o
キ

翼

生
家
鳩
の

交

配
未
た
し

o
裁
頭

類

騙

、

」

’

覧

Q
ミ
毳
き

ぎ
ミ

は

殆
ん

ど
體
の

前
端
に

開
い

て

居
る

。

口

を
入

れ

ば
咽

頭
が

あ
り、

次
に

短
い

食
道
が

あ
っ

て

腸
之

に

績
く

。

腸
は

單
一

の

幅
の

廣
い

嚢
で
、

例
外
の

揚
合
に

僅
か

に

分
枝
の

形

跡
が

あ

ゐ
の

み

で、

此

點
に

於
て

棒
腸
類
に

似
て

居
る

。

排
泄
器
の

開

口

は

背
面
の

體

縁
に

近
い

處
で

あ
る

が
、

開
口

よ
り

入
る

と
嚢
状

の

部
分
が
あ
り

、

次
に

之
に

績

垂
幹
が

あ
つ

て
、

此

主

幹
は
前

後
に

向
ふ
二

本
の

枝
管
に

分

れ、

枝
管
は
更
に

細
か

く

枝
を

分
つ

て

居
る

。

排
泄

管
は

總
て

特

殊
の

細
胞
の

相

連
る

者
の

中

を
貫

逋

し
詑
者
で
（
き
肓

舘
亀
三
，

旦、

此

管
の

終
り

の

部
分
は

明

瞭
で

な
い

、

然
し
恐

ら
ー
氈

毛
細

胞
に

絡
る

者
で

あ

ら
う
と

云

ふ
。

叉

實
際
或

種

類
で

は

氈
毛
細

胞
の

存

在
す

る

事
が

知
ら
れ

て

居
る
。

徇
主

管

及
之

に

績
く

排
泄

嚢
の

内

面
に

は

氈
毛
の

生
え
て

居
る

の

が

見
ら

れ

る、

排
泄
系
中
此

二

の

絡
端

部
は

多

分
外
皮
の

陷
入
に

よ

つ

て

住

す
る

者
で

あ
ら

う
と
云

ふ
、

前

に

舉

げ
セ
歐

洲
及

東
洋
産
の

二

屬
に

は

排
泄

嚢
を

缺
い

て

居
る。

　

截
頭

類
は

總
て

雌

雄
同

鱧
で、

一

般
扁

形
動
物
と
等

し
く

複
雜

な

生

殖
系
を

具
へ

て

居
る

。

生

殖

腔
は

腹
面
中
央

線
の

後
方
に

開

き・

雌
雄
の

生
殖

系
に

連

絡
す
る

。

雄
生
殖
器

中
精
槧
は
二

對、

腸
の

後
側

方
に

位

置
し、

其
後
方
の

者

よ
り

輸
精
管
が
一

本

宛
出

て

相

會
し

貯
精

嚢
に

開
く

。

貯
精
鍵
よ
り
一

本
の

射

精
管
出
で

、

交
接

器
を

貫
逋
し
て

其
絡

端
に

開
口

す
。

交

換

器
は
キ

チ

ン

質
の

管
歌

を
な

す

e

冒
霧

を
な

し

翻
轉
し
て

生
殖
ロ

よ
う

突
田
す
る

。

交
接
器
の

基

部
に

は
一

個
の

小

形
の

附
屬
嚢
が

あ
る
。

雌
生

殖
器

中
卵

集
は
一

個、

球
淤
を

呈
し

、

之

に

績
い

て

輪
卵
管
及
卵
成
腔

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
’

　
　
　

三

五

r

ノ

、
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（

薪

著
紹
介
）

　

Q
昆
蟲
學
沈

論

（

Oo

亳
窟
）

が

あ
る

。

卵
成

腔
の

墓
部
に

は

數
梱・
の

嚢
櫃
の

受
繕甲
嚢

附

屬
し

、

夂
卵
軸

寅

腺
め

開
口

が

あ
る

。

卵
”

蓄ハ
腺
は

膓
の

附
遒
に
山

貰

ζ

分

布
し
て

居
る

廣
大
な

腺
で

あ
る

。

筒
此

外
卵
成
腔
に

開

く
腺

（

殼
腺
等
）

が

あ
る

。

叉

卵
巣
の

基

端
に

績
く

吸
牧
嚢
（

ぐ
。

醫
旺
’

・

餮
げ

寮）
と

窒
嚢
が

あ
る

が・

之
は

多

盆
覇
の

難…
や
腺

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
一

の．

分
泌

物

を

吸
收
す
る

作
用
を

持
つ

て

居
る

者
で

あ
ら
う

と
云

ふ
。

．

右
體
制

嬉
關
す
る

記
事
は

圭

と
し
て

臼

§
§
。

罨
丶

§
ミ

罵
に

就

て

詑
違
し

π
者
で、

殊
に

　
国・

蜜
翻

鍔
o
該

　
（

賦

罫’

GQ

§
鼻
§
野

碧
§
舘

昏・

欝内
二

蓋
｝
山

含
】

o

置
）

に
據
る

處
が

多
い

。

此

人
の

業

蹟
は

從
來
の

者
の

中
最
も

良

く
且

新
し
い

者
で

あ
る

。

又

此

屬
以

外
め

諸
屬
に

就
て

は

詳
し
い

内
部
構
造
等
は

餘
り

分

つ

て

居

な

い
。

　

　

　

　
　
り

　
　

　

　

　

　

　

分

類
上
の

位
鮭

丁
右
記

し
だ

處
に

よ

つ

て

も
分
る

逋
り、

戳
頭

類
の
ぬ
眠

制
に

は

吸

蟲
類
と

共
逋
の

性
質
も
あ
れ

ば
、

叉

渦
蟲
類
に

近
い

と

思
は

れ

る

點
も
あ

る
。

そ
れ

で

曾
て

は

蚯

蚓
や
蛭
の

仲
聞

に

入

れ
ら
れ

陀

事
も

あ
り、

叉

外
部
寄

生
吸
蟲
類

中
に

置
く

學
者

も
多
く

あ
る

が、

遞
頃
の

硯
究
岩
例
へ

ば
冒

W

舞
諱
髭

国
〉
。。

醤
耆
ご

嵐
国
H鯉
目

。

客

等
は

渦

蟲
類
と
販
蟲
類
と
の

間
に

置
か

る
べ

き

獨
立

の
綱
と
見
て

居
る

。

呂
潔
冒
客

に

よ

れ
ば

外

波
畏
之
に

附

屬
す
る

腺
、

清
化

器
、

生

殖
器
は

棒
腸
類
に

遒
く、

筋
系

、

沸
經
系、

威

器
及

排
泄
系
は

異
盤
（

外

部
昏
生
）

吸
蟲
類

に

似
て

居
る

と
云

ふ
。

　

發
生
は

曇
》
・。

≦
国

9
が

悼

智
肋

9
ミ
象

に

就
て

研
究
し
泥
が、

其

，
結
菓
は

形
態
の

方
か

ら

皐
て

近
似
し
て
居
る

豊
傲
さ

れ

る

棒
腸

曙

、

，

ノ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

三

穴

類
や
異
盤
類
の

何
れ

と

も
可
な

り

違
つ

て

居
る
と
云

ふ
。

　
　

　

り

、
種
類

ー
截
頭
類
を

分
類
す
る

と

大
凡
左
の

様
に

な
る

。

　

科

弓
o

蕁
同

δ
8
覧
邑
蕊

孳

　

　
屬
ド、
鳴唾、
撃

講

8
§

ぎ
群

十

八

種
、

…

其

中

八
種
要
メ

リ

カ
、

一

種

マ

ダ

ガ

ス

カ

ル
、

九
種

濠
州

及
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド
、

及

印
度
地

方

　

　
Q

ミ
竜
ミ
亀

ミ

…
．°
◎

憩
爲
や
ω

龕
蕊

蟹
〉
°・

耋

｝

a
営

a
葺
胤
Φ

ま
負

8

　

　
臥

竃

ぎ
ミ
§
ミ
〜

乳

ぎ

GQO

¢

欝
抵
亀
蝦

誌
讐

　

　
こう

§
鄭

象

蔑
乳

ミ

　

　
09

蕊
匙
帖

謡

鵠

ミ
拿

：

濠
瀕

卜

曾
§
匙

§
§

鎖
島
名゚

濠
洲

：

¢・

ミ

§
Q

耐
費

冨
曇
寄
丙

、

豺
劉

引
洲

−

9
§
ミ
§
》
宮

諱
密
）

b

目
印
度
及
日

本

　

科
及

鸛
の

分
ち

方
は

ア

ナ

ン

デ

ー

ル

氏
に

從
つ

た
の

で
、

蜜

薯
昌

自

目
H

は

更
に

此

上

に

二

つ

虔
を
認
め

て

居
る、

　

　
　

　

　
　

　

り

　

吾

國
に

産
す
と
知
ら
れ
て

居
る

の

は

　
O
象

試
§
尋
黜
＆

凡

螽
皐

b

髫
耄
U

蜑
国

で

産
地

は

琵
琵
湖、

カ

ハ

エ

ゼ

（

葭

ミ

遠
謎

§
α

§
E

℃
臓
Q
物

鋤

＆

炉
国
し

に

寄
生
す
る

者、

川
村、
學
士

の
『

淡
水
生

物
趨・
』

上

卷
一
亠

ハ

三

頁、

二

四

六

圖
に

詑
さ

れ

髭
の

が

そ

れ
で

あ

る
。

　
§
ミ
9

§

鼕
画
個．
」

エ
。

§
。

衞
陸

昏

ミ
q〜丶
9

α
パ

ー
カ

ー・
ハ

ス

詆

ル

の

敏
科
書
鱗
に

飼
が

田
て

居
る

し、

又

9
ミ
寒
・

。、
袋

に
前
詑
の
『

喋
義
學
』

に

概
形
が
描

か

れ
て

譬

か

ら、

茲
に

圏
な
出
す

導
を

略
す
ろ

。
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